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支
部
長 

長
沼
和
秋
　
　
　（
有
）第
一
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・印
刷

役員会 編集会議（H29.6）

本部総会 合唱部への活動費支援（H29.8） 本部総会での活動報告（H29.8）

築高東京支部総会 出席（H29.7）

築高関係者との懇親会（H30.2）

会報発送作業（H29.7）

新年会（H30.1）

暑気払い（H29.7）

くりこま高原ファーム 大塚駅フェアへ訪問（H29.10）

旧体育館 見学（H29.8）

本校訪問（H29.8）
「岩高」の寺ではありません（巣鴨の「とげぬき地
蔵尊」髙岩寺



「
3
つ
の
柱
に
あ
る
も
の
」

東京マラソンの応援受ける
後列 中央：議員秘書を務めた菅原由美子先輩、右：中学教諭から29才で弁護士
になった鎌田正聰先輩、前列 左：迫桜高東京支部阿部武寿さん、右：都内名門幼
稚園で教諭を務めた佐々木くに子先輩

第62回東京岩高会総会開催案内
1. 第62回 東京岩高会 総会のご案内

2. 東京岩高会 年会費ご協力のお願い

菅原広巳
（55年卒 岩ケ崎出身）
キングレコードより 5月23日リリース

長沼 和秋
同窓会
東京支部長

（就任H.28/11〜）
S.53年卒
鶯沢出身

同窓会入会式 上京生徒顔合わせ式（H30.2）

東
京
支
部
長
を
務
め
2
年
に
な
り
ま
し

た
。
私
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
の
が
、

「
同
窓
会
」「
マ
ラ
ソ
ン
」「
ネ
パ
ー
ル
」
で

す
。「

同
窓
会
」
は
、
昭
和
53
年
（
1
9
7
8

年
）
に
上
京
し
S
．26
年
卒
の
小
野
寺
喜
美

夫
先
輩
、
伊
藤
七
郎
先
輩
、
栗
原
孝
允
先
輩

（
昨
年
2
月
ご
逝
去
）に
迎
え
て
頂
い
た
歓

迎
会
か
ら
で
す
の
で
、
東
京
岩
高
会
と
の

関
係
も
40
年
に
な
り
ま
す
。
恐
ら
く
、
総
会

等
の
出
席
回
数
は
、
現
在
の
役
員
の
中
で

は
一
番
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
多
く
の
先
輩
方
と
知
り
合
う

こ
と
が
で
き
、
弁
護
士
の
鎌
田
正
聰
先
輩

（
S
．35
年
卒
）
と
は
、
当
時 

支
部
長
を
務

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
と
て
も
懇
意

に
し
て
頂
き
、
事
務
所
に
夕
方
伺
い
よ
く

晩
御
飯
を
ご
馳
走
に
な
り
、
今
で
も
会
へ

の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
法
律
の
相
談

も
さ
せ
て
頂
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

在
京
の
「
東
京
鶯
沢
会
」「
東
京
栗
駒
会
」そ

し
て
「
迫
桜
高
校
東
京
支
部
」「
築
館
高
校

東
京
支
部
」「
一
迫
商
業
高
校
東
京
支
部
」

の
方
々
と
も
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、
今

で
は
ふ
る
さ
と
を
語
り
合
い
、
時
に
は
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
お
話
も
で
き
る
関
係
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

「
マ
ラ
ソ
ン
」
は
高
校
時
代
陸
上
部
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
時
間
が
あ
れ
ば
走
る
こ
と

が
今
で
も
続
い
て
お
り
、
年
に
数
回
大
会

に
出
場
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
2
月
に
行

わ
れ
た
東
京
マ
ラ
ソ
ン
、
幸

運
に
も
こ
れ
ま
で
6
回
走
る

こ
と
が
で
き
、
今
回
の
記
録

は
3
時
間
35
分
16
秒
、
自
分

の
思
っ
た
走
り
が
で
き
ま
し

た
。
レ
ー
ス
の
途
中
、
15
キ

ロ
付
近
の
浅
草
で
は
、
東
京

岩
高
会
の
鎌
田
正
聰
先
輩
、

佐
々
木
く
に
子
先
輩
（
顧

問
）、
菅
原
由
美
子
先
輩
（
副

支
部
長
）
の
声
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
も
迫
桜
高

校
東
京
支
部
の
阿
部
武
寿
先

輩
（
事
務
局
長
）の
声
援
を
受

け
、
後
半
の
38
キ
ロ
付
近
で

は
同
級
生
の
安
田
文
江
さ
ん

か
ら
「
長
沼
く
ん 

頑
張
っ
て
！
」と
背
中
を

押
し
て
く
れ
て
、
11
回
目
の
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
を
完
走
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
ネ
パ
ー
ル
」
は
、
24
歳
の
時
に
青
年
海

外
協
力
隊
で
ネ
パ
ー
ル
に
マ
ラ
ソ
ン
指
導

で
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

今
で
も
現
地
と
の
交
流
が
あ
り
ま
す
。
今

年
の
10
月
に
は
3
回
目
と
な
る
カ
ト
マ
ン

ズ
マ
ラ
ソ
ン
出
場
を
予
定
し
て
お
り
、
2

年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
な
ん
ら
か

の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
な
い
か
等
、
話
を
し

て
こ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
方
に
喜
ん
で
頂
け

る
「
東
京
岩
高
会
」に
な
る
様
、
努
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の
程
、
宜

し
く
願
い
致
し
ま
す
。

　平素より、当会の活動に対しまして、ご理解・ご協力を頂きまして御礼申し上げます。これも諸先輩方・関係
の皆様方のお支えがあってのことと存じます。改めて御礼申し上げます。
　さて、今年の総会は下記のとおり開催致します。特別プログラムでは、菅原広巳さん（55年卒 岩ケ崎出身）に
よるカントリーブルースの演奏を予定しておりますので、たくさんの方々のご参加をお待ちしております。

　皆様方から頂いた貴重な年会費が活動の支えになっております。昨年は 130名の皆様方から浄財を賜りまし
て、真に有難うございます。
　本年も引き続き倍旧のご協力の程、宜しくお願い致します。

（1）年 会 費：3,000円
（2）振 込 期 限： 総会開催前の 10月31日までに同封の郵便振替用紙により最寄りの郵便局で振込み

をお願いします。なお、お振込みにあたっては、ＡＴＭをご利用頂くと手数料が軽減さ
れます。

東京岩高会 支部長　長沼和秋
幹事一同

（1）と き： 平成30年11月24日（土）　11：00〜15：00
（2）と こ ろ：「グリーンパーク」

東京都台東区上野公園1−59（上野公園西郷銅像横）
℡ 03−3828−5571

（3）会 費 ： 男性：7,000円　女性：6,000円
※学生で初めて参加される方はご招待（無料）、　2回目以降は2,000円

（4）出 欠 連 絡 : 9月30日までにご連絡を頂きます様お願い致します。
※出欠の変更はその後も受付けますので、下記または関係役員までご連絡下さい。
　支部長：長沼 和秋 090−5339−8141
　幹事長：髙橋 　聖 080−5034−0179

（5）還 暦 の 会 ： 今年は 52年卒が対象であり、当日は当会よりお祝いを進呈いたします。
お誘い合わせの上お越し下さいますようご案内申し上げます。

栗原ハーフマラソン
（H29.11.12）3
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葛岡 重利
岩高同窓会会長

（就任H.25/8〜）
S.41年卒
鶯沢出身
旧鶯沢町長

高橋 清志
同窓会
仙台支部長

（就任H.25/4〜）
S.44年卒
岩ケ崎出身

同窓会入会式（2月28日）

母
校
存
続
の
危
機
感
を

同
窓
生
が
共
有

仙
台
支
部
の
活
性
化
に
向
け
て

平
成
29
年
度
の
同
窓
会
入
会
式
を
鶯
沢

校
舎
体
育
館
で
2
月
28
日
に
執
り
行
い
、

最
後
の
卒
業
生
と
な
る
鶯
沢
校
舎
創
造
工

学
科
の
卒
業
生
26
名
を
含
む
1
0
6
名
を

同
窓
会
員
と
し
て
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
も
東
京
支
部
か
ら
長
沼
支
部

長
に
は
わ
ざ
わ
ざ
ご
出
席
を
頂
き
、
東
京

岩
高
会
の
活
動
状
況
を
含
め
歓
迎
の
ご
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。

終
了
後
に
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
東
京

方
面
に
移
ら
れ
る
新
卒
者
と
の
懇
談
の
場

を
持
た
れ
ま
し
た
。
若
い
世
代
の
積
極
的

な
参
加
の
呼
び
水
に
な
り
、
東
京
支
部
に

集
う
同
窓
の
輪
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
、
引
き
続
い
て
創
造
工
学
科
の

閉
科
式
が
行
わ
れ
、
卒
業
生
を
受
け
入
れ

て
く
れ
た
地
元
企
業
や
行
政
機
関
、
鶯
沢

地
区
の
行
政
区
長
さ
ん
た
ち
が
来
賓
と
し

て
出
席
さ
れ
、
校
舎
と
の
別
れ
を
惜
し
み

ま
し
た
。
平
成
21
年
4
月
、
鶯
沢
工
業
高
校

か
ら
引
き
継
ぎ
創
造
工
学
科
と
し
て
7
学

年
の
生
徒
が
工
業
技
術
の
分
野
で
学
業
を

修
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
宮
城
県
教
育

委
員
会
の
方
針
に
は
逆
ら
え
ず
、
わ
ず
か

9
年
間
で
閉
科
と
な
り
ま
し
た
。

鶯
沢
校
舎
は
、
昭
和
38
年
鶯
沢
分
校
と

し
て
開
校
以
来
、
鶯
沢
工
業
高
校
、
岩
ケ
崎

高
校
創
造
工
学
科
と
し
て
受
け
継
が
れ
て

き
ま
し
た
が
、
55
年
間
の
歴
史
の
経
過
を

見
て
き
た
一
人
と
し
て
誠
に
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。

母
校
を
取
り
巻
く
環
境
も
一
段
と
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

市
内
の
中
学
校
卒
業
者
数
も
減
少
傾
向

に
あ
り
、
今
年
の
新
入
生
徒
数
も
53
名
と

募
集
定
員
1
2
0
人
の
半
分
に
満
た
な
い

状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

県
教
委
が
示
す
「
高
校
再
編
基
準
」を
見

据
え
、
昨
年
7
月
に
は
、
P
T
A
と
共
に
栗

原
市
長
と
栗
原
市
教
育
長
に
対
し
、
併
設

型
中
高
一
貫
校
の
検
討
を
要
望
し
ま
し
た
。

実
現
の
た
め
に
は
、
宮
城
県
教
育
委
員

会
と
の
調
整
協
議
が
前
提
と
な
り
容
易
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
徒
数
の
確
保
に
向
け
た
学
校
経
営
が

求
め
ら
れ
る
一
方
、
我
々
同
窓
会
と
し
て

も
母
校
の
存
続
の
た
め
に
、
P
T
A
や
地

域
の
方
々
と
も
連
携
し
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
危
機
感
を

共
有
し
、
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一

層
強
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

以
上
、
母
校
の
状
況
を
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
東
京
支
部
の
皆
さ
ん
に
は
先
輩
方

が
築
い
て
来
ら
れ
た
献
身
的
な
活
動
を

し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
は
年
々
進

化
す
る
会
報
発
行
を
通
じ
て
仲
間
の
絆
が

一
層
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。

東
京
支
部
の
益
々
の
発
展
と
皆
さ
ん
の

ご
活
躍
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
仙
山
線
の
東
北
福
祉
大
前
駅
か
ら

仙
台
駅
ま
で
、
仙
台
駅
で
東
北
本
線
に
乗
り

換
え
て
、
柴
田
町
の
船
岡
駅
ま
で
、
日
々
、

電
車
通
勤
を
し
て
お
り
ま
す
。

電
車
に
乗
っ
て
い
る
時
間
は
、
6
時
50
分

か
ら
8
時
ま
で
で
、
こ
の
時
間
帯
は
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
、
O
L
の
ほ
か
高
校
生
や
大
学
生

も
数
多
く
乗
り
合
わ
せ
ま
す
。

4
月
に
入
り
ま
す
と
、
例
年
そ
う
で
す

が
、
乗
り
合
わ
せ
す
る
人
の
顔
ぶ
れ
が
随
分

と
変
わ
り
、
新
た
に
社
会
人
或
い
は
大
学
生

に
な
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
人
も
数
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
春
、
岩
ケ
崎
高
校
を
卒
業
さ
れ
た
皆

さ
ん
も
、
故
郷
を
離
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
、
私
が
利
用
す
る
電
車
に
乗
り
合
わ
せ
る

新
入
社
員
や
学
生
の
よ
う
に
、
希
望
に
満
ち

た
初
々
し
い
姿
で
社
会
人
生
活
や
学
生
生

活
を
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

50
年
前
に
な
り
ま
す
が
私
も
、
岩
ケ
崎
高

校
を
卒
業
し
、
親
も
と
を
離
れ
、
宮
城
県
庁

に
勤
務
し
ま
し
た
が
、
当
時
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
18
歳
と
い
う
年
齢
で
、
よ
く
社
会
人

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
な
あ
と
、
自
分

の
こ
と
な
が
ら
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。東

京
岩
高
会
の
皆
さ
ん
は
、
故
郷
か
ら
遠

く
離
れ
た
東
京
の
地
に
、
強
い
思
い
で
、
就

職
或
い
は
進
学
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
故
に
、
一
層
、
そ
の
当
時
の
こ
と

が
懐
か
し
く
思
い
だ
さ
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

学
生
生
活
或
い
は
社
会
人
生
活
と
新
た

な
環
境
に
進
ま
れ
た
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
、

同
窓
生
と
し
て
、
ま
た
、
先
輩
と
し
て
、
会

う
こ
と
も
で
き
ず
励
ま
す
術
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
心
か
ら
今
後
の
活
躍
を
願
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
同
窓
会
仙
台
支
部
の
昨
年
の
総

会
で
す
が
、
昭
和
40
年
卒
業
の
伊
藤
惣
二

先
輩
の
奥
様
で
箏
・
十
七
絃
演
奏
家
の

伊い
と
う藤
雅う
た
み
ち

樂
迪
さ
ん
に
、
十
七
絃
の
書
、
ス
ペ

イ
ン
風
即
興
曲
第
二
章
ほ
か
の
演
奏
を
い

た
だ
く
な
ど
、
参
加
者
一
同
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
は
言
え
、
仙
台
支
部
は
、
参
加
者
が
少

な
い
こ
と
や
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
の

課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
な
か
な
か
妙
案

は
思
い
つ
か
な
い
の
で
す
が
、
仙
台
支
部
会

員
相
互
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
活
性
化
に
向

け
て
何
等
か
の
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
本
部
並
び
に
東
京
岩
高
会
の
皆
さ

ん
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
終
わ
り
に
、
東
京
岩
高

会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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吉田 玲子
第25代学校長

（赴任H.28/4 〜）

佐藤 幸三
同窓会本部
事務局長

「
岩
ヶ
崎
高
校
の
今
」

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

支
部
長
様
を
は
じ
め
、
東
京
岩
高
会
の
皆
様

に
は
、
常
日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
ご

理
解
を
賜
り
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
29
年
度
卒
業
生
に
対
し
ま

し
て
昨
年
同
様
支
部
長
様
の
ご
配
慮
を
い

た
だ
き
、
関
東
方
面
に
進
学
・
就
職
す
る
卒

業
生
の
歓
迎
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
卒
業
生
に
と
っ
て
大
変
心
強
い
応
援

を
い
た
だ
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
2
月
の

同
窓
会
入
会
式
に
際
し
ま
し
て
、
東
京
同
窓

会
伊
藤
末
治
郎
様
か
ら
御
著
書
「
な
せ
ば
な

る
」を
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
お
贈
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
平
成
29
年
度
（
平
成
30
年
）の
同
窓

会
入
会
式
と
卒
業
式
は
、
鶯
沢
校
舎
の
体
育

館
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
岩
ヶ
崎
校
舎
の
体

育
館
が
大
規
模
改
修
で
、
解
体
さ
れ
て
い
る

た
め
で
す
。
昭
和
43
年
か
ら
岩
高
生
を
見
守

り
続
け
た
体
育
館
で
す
が
、
蒲
鉾
形
の
屋
根

も
半
分
が
な
く
な
り
、
日
に
日
に
姿
を
変
え

て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
解
体
が
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
建
築
と
な
り
ま
す

が
、
昨
年
度
も
お
伝
え
い
た
し
ま
し
た
と
お

り
、
新
体
育
館
の
完
成
は
、
平
成
31
年
2
月

の
予
定
で
す
。
平
成
30
年
度
の
卒
業
式
は
新

し
い
体
育
館
で
挙
行
す
る
予
定
で
す
。

  

ま
た
、
昨
年
度
の
入
会
式
後
、
鶯
沢
校
舎
の

閉
科
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
創
造
工
学
科
と

し
て
9
年
、
そ
の
前
身
の
鶯
沢
工
業
高
校
と

し
て
43
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
栗
原
の
工

業
教
育
を
支
え
て
き
ま
し
た
鶯
沢
校
舎
が
閉

科
い
た
し
ま
し
た
。
閉
科
式
に
は
、
栗
原
市

を
は
じ
め
と
し
て
地
域
の
方
々
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
や
卒
業
生
の
就
職
で
お
世
話
に

な
っ
た
企
業
の
方
々
、
同
窓
会
や
旧
職
員
の

先
生
方
、
近
隣
の
小
・
中
・
高
校
の
校
長
先
生

方
等
約
60
数
名
の
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま

し
た
。
県
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
教
育
長
代

理
と
し
て
教
育
次
長
清
元
恵
子
先
生
に
来
校

し
て
い
た
だ
き
、
ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
雪
の
多
か
っ
た
今
年
の
冬
を
象
徴

す
る
よ
う
な
、
そ
し
て
閉
科
を
悲
し
む
な
ご

り
雪
と
い
う
べ
く
大
雪
の
日
で
あ
り
ま
し

た
。
最
後
の
創
造
工
学
科
の
生
徒
達
が
式
に

先
立
ち
、
今
ま
で
の
鶯
沢
校
舎
の
歴
史
と
活

動
を
発
表
し
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
大
変

心
に
残
る
閉
科
式
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
年
度
は
4
月
7
日
に
入
学
生

53
名
を
迎
え
、
教
育
活
動
が
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。
1
年
生
も
1
ヶ
月
た
ち
、
よ
う

や
く
岩
ヶ
崎
高
校
の
生
活
に
も
慣
れ
て
き

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
支
部
総
体
も
間
近
に

迫
り
、
ど
の
部
活
も
一
生
懸
命
に
活
動
し
、

岩
ヶ
崎
高
校
の
名
を
高
め

て
く
れ
る
こ
と
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
29
年
度

の
卒
業
生
は
進
路
実
績
に

お
い
て
、
大
き
く
羽
ば
た

い
て
く
れ
ま
し
た
。
東
北

大
学
に
合
格
し
た
生
徒
を

は
じ
め
と
し
て
、
国
公
立

大
学
10
名
、
私
立
大
学
75

名　

専
門
学
校
15
名　

私

立
短
期
大
学
8
名　

高
等

看
護
学
校
16
名　

公
務
員

15
名　

民
間
企
業
2
名
で
し
た
。

東
北
大
学
合
格
は
、
気
仙
沼
・
登
米
・
栗

原
地
区
で
は
岩
ヶ
崎
高
校
だ
け
の
快
挙
で
す

し
、
加
え
て
高
等
看
護
学
校
や
公
務
員
の
合

格
率
も
他
校
の
追
随
を
許
さ
な
い
も
の
で
し

た
。
先
生
方
は
、
岩
ヶ
崎
高
校
の
生
徒
達
の
可

能
性
を
存
分
に
引
き
出
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
れ
に
満
足
せ
ず
、
益
々
生
徒
達
を

伸
ば
し
て
く
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。　

今
後
も
東
京
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
、
岩
ヶ
崎
高
校
を
ま

す
ま
す
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
の
皆
様

の
ご
健
勝
と
東
京
岩
高
会
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

東
京
岩
高
会
の
皆
様
、
日
ご
ろ
よ
り
本

校
の
教
育
活
動
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
校
の
近
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

3
月
1
日
に
第
70
回
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

普
通
科
80
名
、
創
造
工
学
科
26
名
の
生
徒

た
ち
が
学
び
舎
を
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
体
育
館
改
修
中
の
た
め
、
鶯
沢

校
舎
で
の
実
施
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

使
い
慣
れ
て
い
な
い
場
所
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
先
生
方
の
事
前
の
周
到
な
準
備
や
鶯

沢
校
舎
の
先
生
方
の
ご
協
力
も
あ
り
、
例

年
と
変
わ
ら
な
い
立
派
な
卒
業
式
に
な
り

ま
し
た
。

　

前
日
は
、
鶯
沢
校
舎
で
宮
城
県
教
育
委

員
会
、
栗
原
市
教
育
委
員
会
な
ど
60
名
あ

ま
り
の
方
々
の
ご
来
賓
を
迎
え
、
創
造
工

学
科
閉
科
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
先
立
っ
て
、
鶯
沢
校
舎
の
移
り
変
わ

り
を
ま
と
め
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

生
徒
た
ち
の
手
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
県

教
育
長
挨
拶
、
校
長
挨
拶
に
続
い
て
、
生
徒

会
長
の
星
大
樹
君
が
こ
れ
ま
で
鶯
沢
校
舎

を
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
思

い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

3
月
28
日
に
は
退
任
式
・
離
任
式
が
行

わ
れ
、
伊
藤
直
美
副
校
長
先
生
は
じ
め
鶯

沢
校
舎
の
全
先
生
方
、
教
務
部
長
の
武
田

雅
彦
先
生
、
堀
内
亮
平
先
生
な
ど
23
名
の

先
生
方
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

4
月
7
日
に
新
任
式
が
行
わ
れ
、
本
校

OB
の
三
浦
晃
事
務
室
長
や
吉
澤
和
宏
先
生
、

新
任
の
遠
藤
健
太
先
生
な
ど
14
名
の
先
生

方
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら

は
入
学
式
が
行
わ
れ
、
普
通
科
53
名
の
生

徒
が
校
長
先
生
か
ら
入
学
を
許
可
さ
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
度
始
め
か
ら
の
本
校
に
お
け
る
印

象
的
な
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

何
と
言
っ
て
も
旧
体
育
館
、
新
体
育
館
の

解
体
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
解
体
は
当
初
の

予
定
か
ら
遅
れ
て
12
月
末
に
始
ま
り
ま
し

た
。
体
育
の
授
業
は
、
岩
ヶ
崎
校
舎
か
ら
約

6
キ
ロ
離
れ
た
鶯
沢
校
舎
の
体
育
館
に
バ

ス
で
移
動
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

バ
レ
ー
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
、
卓
球
部
等
の

部
活
動
は
曜
日
に
よ
っ
て
栗
駒
体
育
館
と

鶯
沢
校
舎
体
育
館
を
使
い
分
け
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
授
業
に
し
ろ
部
活
動
に
し
ろ
、

移
動
時
間
が
か
か
り
活
動
で
き
る
時
間
が

限
ら
れ
る
こ
と
が
悩
み
の
種
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

部
活
動
に
お
い
て
は
、
秋
の
新
人
大
会

に
お
け
る
野
球
部
の
め
ざ
ま
し
い
活
躍

ぶ
り
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
北
部
地
区
大
会

で
は
強
豪
古
川
工
業
を
5

−

4
で
破
り

ベ
ス
ト
4
、
県
新
人
大
会
で
は
多
賀
城
を

12

−
2
、
東
北
学
院
を
6

−

3
で
破
り
ベ

ス
ト
8
に
入
り
ま
し
た
。
準
々
決
勝
で
は

仙
台
育
英
に
敗
れ
た
も
の
の
大
健
闘
で
し

た
。

　

8
月
5
日
に
同
窓
会
総
会
が
市
内
の
ベ

ル
デ
ィ
栗
駒
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
昭
和
63
年
卒
業
の
幹
事
の
皆
さ
ん
が
中

心
に
な
り
、
懇
親
会
も
含
め
て
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
約
90
名
の
同
窓
生
が
集
ま

り
、
恩
師
も
交
え
て
、
世
代
を
超
え
て
高
校

時
代
を
懐
か
し
み
ま
し
た
。
合
唱
部
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
鶯
沢
工
業
高
校
の

校
歌
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
前
に

は『
旧
体
育
館
の
歴
史
的
価
値
』
と
題
し

て
、
東
北
工
業
大
学
の
中
村
琢
巳
先
生
の

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

取
り
留
め
の
な
い
内
容
に
な
り
ま
し
た

が
、
昨
年
度
か
ら
4
月
上
旬
ま
で
の
本
校

に
お
け
る
印
象
的
な
出
来
事
を
ご
紹
介
し

ま
し
た
。
今
年
は
桜
の
開
花
が
早
く
、
入
学

式
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と

い
う
間
に
散
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

分
だ
と
、
春
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
そ
う
で
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

センター試験激励会

本
校
近
況
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本
校
近
況
（
生
徒
代
表
）

後藤 瑠羽
生徒会副会長

球技大会

サッカー部(支部総体)

強歩大会

岩高祭野球部(春季大会)

支部総体壮行式 入学式

校歌練習 生徒会総会

バレー部(支部総体)

　

身
も
心
も
小
さ
く
、大
き
な
期
待
と
不
安

を
抱
え
な
が
ら
臨
ん
だ
入
学
式
。そ
れ
か
ら

も
う
早
二
年
が
経
ち
ま
し
た
。学
校
生
活
に

も
慣
れ
、最
高
学
年
と
し
て
岩
ケ
崎
高
校
の

伝
統
を
引
き
継
ぐ
年
に
な
り
、私
た
ち
生
徒

会
は
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

先
日
、対
面
式
と
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
は
、体
育
館

の
解
体
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、み
ち
の
く

伝
創
館
に
移
動
し
て
の
対
面
式
で
し
た
。対

面
式
で
は
新
入
生
が
ス
テ
ー
ジ
に
登
壇
し
、

一
人
ひ
と
り
自
己
紹
介
を
し
ま
す
。自
己
紹

介
の
後
に
は
上
級
生
か
ら
の
質
問
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま
す
。上
級
生
は
新
入
生
を
盛
大
に

迎
え
入
れ
よ
う
と
た
く
さ
ん
の
練
習
を
重
ね
、

面
白
い
発
表
を
準
備
し
て
お
り
、毎
年
大
変

な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
す
。新
入
生
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
部
活
動
紹
介
が
あ
り
、

各
部
活
動
凝
っ
た
発
表
を
準
備
し
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。新
入
生
に
と
っ
て
、こ
れ
ら
の
行

事
で
岩
ケ
崎
高
校
の
印
象
が
決
ま
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
ほ
ど
内
容
の
濃
い
行
事
で
す
。

　

5
月
に
は
、生
徒
総
会
や
支
部
総
体
が
あ

り
ま
す
。生
徒
総
会
は
岩
ケ
崎
高
校
の
現
状

を
皆
で
話
し
合
い
、よ
り
良
い
も
の
に
し
て

い
こ
う
と
い
う
大
事
な
会
で
す
。そ
し
て
支

部
総
体
で
は
、各
部
活
動
が
こ
れ
ま
で
毎
日

一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
成
果
を
精
一
杯
発

揮
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
き
ま
す
。

　

生
徒
会
の
日
々
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

毎
朝
の
挨
拶
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。挨
拶

を
交
わ
す
こ
と
は
生
涯
に
わ
た
り
大
事
な
こ

と
な
の
で
、生
徒
会
で
全
校
生
徒
が
挨
拶
を

し
て
く
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、今
年
の
冬
は
雪
か
き
も
行
い
ま
し
た
。毎

朝
岩
高
生
が
安
全
に
登
校
で
き
る
よ
う
努
め

ま
し
た
。朝
と
い
う
の
は
学
校
の
始
ま
り
で

す
。気
持
ち
よ
く
一
日
が
ス
タ
ー
ト
で
き
る

よ
う
、生
徒
会
で
心
が
け
て
い
ま
す
。一
方
で
、

今
年
岩
ケ
崎
高
校
に
入
学
し
た
新
入
生
は
53

名
で
し
た
。こ
の
生
徒
数
の
減
少
と
い
う
問

題
に
対
し
、中
学
生
へ
の
呼
び
か
け
や
ア
ピ

ー
ル
方
法
な
ど
を
考
え
、取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。来
年
度
の
入
学
者

数
が
増
加
す
る
よ
う
に
、今
年
1
年
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
岩
ケ
崎
高
校
に
入
学
し
て
2
年
が

経
っ
た
今
、改
め
て
入
学
し
て
良
か
っ
た
と

実
感
し
て
い
ま
す
。地
域
の
方
々
や
同
窓
生

の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
の
岩
ケ
崎
高
校
で
す
。

岩
高
生
一
同
、生
徒
会
を
中
心
に
、岩
ケ
崎
高

校
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
、頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。
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第
61
回
東
京
岩
高
会
総
会
開
催
さ
れ
る第61回

総会写真集
次回はあなたの笑顔と出会いましょう。

左：後藤仁様からの茨城焼き芋、
右：加藤洋様からのくりこま高原ファームお米

　

第
61
回 
東
京
岩
高
会
総
会
は
秋
晴
れ
の

中
、平
成
29
年
11
月
25
日（
土
）午
前
11
時
、

上
野
公
園
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
て
開
催
さ

れ
、同
窓
生
と
来
賓 

総
勢 
80
名
の
出
席
を

頂
き
ま
し
た
。

　

築
館
高
校
、迫
桜
高
校
か
ら
は
昨
年
に
引

き
続
き
関
係
者
の
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

　

総
会
は
S
．48
年
卒 

千
葉
正
宏
副
支
部

長
の
司
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

開
会
の
辞
は
S
．36
年
卒 

加
藤
旭
孝
幹

事
の
開
会
宣
言
に
続
き
、支
部
長
の
長
沼
の

挨
拶
で
総
会
の
幕
を
開
き
ま
し
た
。挨
拶
で

は
S
．45
年
卒 

後
藤
仁
様
か
ら
茨
城
の
焼

き
芋
、
S
．47
年
卒
加
藤
洋
様
が
代
表
取
締

役
を
務
め
る「
く
り
こ
ま
高
原
フ
ァ
ー
ム
」

の
お
米
が
出
席
者
全
員
に
提
供
が
あ
っ
た

旨
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。お
米
の
包
装
に

は
母
校
旧
校
舎
が
写
し
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
併
せ
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
を
代
表
し
て
葛
岡
重
利
会
長
、高

橋
清
志
仙
台
支
部
長
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き

ま
し
た
。吉
田
玲
子
学
校
長
の
ご
挨
拶
の
後
、

10
月
に
行
わ
れ
た
岩
高
の
強
歩
大
会
が
ミ

ヤ
ギ
テ
レ
ビ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
D
V
D

の
放
映
が
あ
り
、本
校
の
生
徒
の
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

議
事
進
行
は
S
．46
年
卒 

浅
野
弘
巳
幹

事
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
後
、各
担
当
幹
事

か
ら
活
動
報
告
や
会
計
報
告
並
び
に
次
年

度
の
計
画
案
が
発
表
さ
れ
、満
場
一
致
で
採

択
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、傘
寿
を
迎
え
る
S
．31
年
卒

菅
原
一
様
か
ら
の
乾
杯
で
懇
談
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

今
年
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
S
．51
年

卒 

古
舘
芳
子
様
、津
軽
三
味
線
の
大
家 

澤

田
勝
仁
様
に
よ
る
民
謡
三
味
線
に
よ
る
共

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

澤
田
勝
仁
様
は
日
本
、海
外
公
演
な
ど
幅

広
く
ご
活
躍
中
で
、歌
手
の
長
山
洋
子
さ
ん

の
専
属
伴
奏
者
で
も
あ
り
、古
舘
芳
子
様
の

三
味
線
の
師
匠
が
澤
田
勝
仁
さ
ん
で
あ
る

こ
と
か
ら
、共
演
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、澤
田
勝
仁
様
の
よ
る「
津
軽

じ
ょ
ん
が
ら
三
段
」の
三
味
線
演
奏
が
行
わ

れ
、
続
い
て
、
古
舘
芳
子
様
に
よ
る「
さ
ん

さ
時
雨
」、
栗
原
よ
り
出
席
頂
い
た
芳
賀
康

雄
様（
S
．37
年
卒
）
は
ア
カ
ペ
ラ
で
長
持

唄
、
浅
野
和
優
様（
S
．48
年
卒
）
の「
文
字

甚
句
」で
は
、佐
藤
て
る
子
同
窓
会
副
会
長

（
S
．43
年
卒
）が
舞
い
、澤
田
勝
仁
様
に
よ

る
地
元
の
民
謡
を
、最
後
は
出
席
者
全
員
に

よ
る「
大
漁
唄
い
こ
み
」を
熱
唱
、民
謡
ワ
ー

ル
ド
一
色
と
な
り
ま
し
た
。

　

80
歳
／
傘
寿（
S
．31
年
卒
）・
70
歳
／
古

希（
S
．41
年
卒
）・ 

60
歳
／
還
暦（
S
．51

年
卒
）の
節
目
を
迎
え
た
出
席
の
同
窓
生
に

は
亀
戸
天
神
の
お
札
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
の
近
況
報
告
で
は
、今
年
も
多
い

に
沸
き
ま
し
た
。
H
．27
年
卒 

小
野
寺
和

樹
君
、小
野
寺
森
人
君
の
3
年
連
続
の
出
席

は
会
と
し
て
も
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

最
後
は
、出
席
者
が
腕
を
組
み
合
い「
高

校
3
年
生
」「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
い
、
山
本

信
子
幹
事
リ
ー
ド
で「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
岩

高
」と
校
歌
斉
唱
を
行
い
大
歓
喜
の
渦
が
巻

き
起
こ
っ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

閉
会
の
辞
は 

菅
原
由
美
子
副
支
部
長
に
よ

る
、辞
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
記
・
長
沼 

和
秋
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年
会
費
ご
協
力
者
・
収
支

平成30年度（H29/11/01 〜 H30/10/31）  年会費ご協力者  平成30年5月1日現在

東京岩高会は、皆様方のご理解・ご支援のもとで支えられております。
これからもよろしくお願い申し上げます。 東京岩高会役員 一同

№ 号 年 氏   名
1 賛助 斎  藤  君  代
2 迫桜 菅  原  久  雄
3 築高 佐  藤  澄  隆
4 宮城 岡  崎  智  徳
5 宮城 高  橋  義  典
6 宮城 滝  上  島  雄
7 宮城 飯  田  正  量
8 宮城 芳  賀  康  雄
9 宮城 飯  田  伸  雄
10 宮城 後  藤  　  仁
11 宮城 渋  谷  　  力
12 宮城 高  村  浩  子
13 宮城 岩  本   定  美
14 S 26 伊  藤  七  郎
15 S 26 小野寺  喜美夫
16 S 26 亀  井  栄  利
17 S 26 佐  竹  　  章
18 S 28 伊  藤  末治郎
19 S 28 及  川  博  子
20 S 28 小野寺  美代子
21 S 28 高  橋  昭  三
22 S 28 吉  野  玲  子
23 S 29 鎌  田  匡  之
24 S 29 藤  代  　  實
25 S 30 菅  原  正  八
26 S 30 高  橋  次  夫
27 S 31 菅  原  　  一
28 S 32 鈴  木  俊  之
29 S 32 高  橋  東  三
30 S 32 西  島  栄  子
31 S 33 木名瀬  五百子
32 S 33 袋  　  康  男
33 S 34 石  井  紀  子
34 S 34 小  林  たか子
35 S 34 四ノ宮  信  男
36 S 34 千  葉  辰  夫

№ 号 年 氏   名
37 S 34 横  川  朝  治
38 S 34 清  田  泰  子
39 S 35 鎌  田  正  聰
40 S 35 小  柳  典  子
41 S 35 菅  原  幸  二
42 S 35 須  田  和  恵
43 S 35 高  橋  嘉  紀
44 S 35 内  藤  利  雄
45 S 36 大  内  敏  彦
46 S 36 大久保  信  子
47 S 36 小  畑  丈  夫
48 S 36 加  藤  旭  孝
49 S 36 久保田  信  子
50 S 36 佐々木  芳  勝
51 S 36 佐々木  　  稔
52 S 36 菅  原  富  夫
53 S 36 曾  根  　  明
54 S 36 奈須野  栄  子
55 S 36 袋  　  幸  男
56 S 36 穂  積  宏  哉
57 S 36 渡  部  朋  子
58 S 37 阿  部  長  生
59 S 37 伊  藤  克  侑
60 S 37 及  川  勝  美
61 S 37 木  下  峰  子
62 S 37 熊  谷  栄  子
63 S 37 栗 原 し げ 子
64 S 37 佐々木  くに子
65 S 37 真  保  清  美
66 S 37 菅  原  武  人
67 S 37 菅  原  三千男
68 S 37 菅  原  　  進
69 S 37 鈴  木  　  晃
70 S 37 須  田  陽  子
71 S 37 高  橋  勝  彦
72 S 37 高  橋  道  彦

№ 号 年 氏   名
73 S 37 武  田  桂  子
74 S 37 太  宰  東  臣
75 S 37 千  葉  昭  一
76 S 37 津  田  久  子
77 S 37 安  川  ムチ子
78 S 37 結  城  家寿子
79 S 37 吉  川  とみ子
80 S 37 吉  野  久  子
81 S 38 大  関  信  輔
82 S 38 佐  藤  次  雄
83 S 38 只  野  和  夫
84 S 38 二  川  陽  子
85 S 39 岩  渕  和  夫
86 S 39 佐々木  元  子
87 S 40 小  山  ハルミ
88 S 40 桑  原  盛  一
89 S 40 佐  藤  正  喜
90 S 40 高  橋  節  郎
91 S 41 蘇  武  　 巌
92 S 41 鈴 木 仙 次 郎
93 S 42 小  川  晶  平
94 S 42 河  合  礼  子
95 S 42 佐  藤  美喜子
96 S 42 高  橋  秀  男
97 S 42 千 葉 健 二
98 S 42 宮  本  洋  子
99 S 43 四  倉  けい子
100 S 44 伊  藤  　  税
101 S 44 佐々木  敏  行
102 S 44 山  本  伸  一
103 S 45 伊  藤  初  雄
104 S 46 浅  野  弘  巳
105 S 46 伊  藤  光  男
106 S 46 佐  藤  　  猛
107 S 46 菅  原  正  雄
108 S 46 長  瀬  真  一

№ 号 年 氏   名
109 S 46 山  本  信  子
110 S 47 菅  原  修  悦
111 S 47 和  久  　  充
112 S 48 浅  野  和  優
113 S 48 石  野  久  恵
114 S 48 岩  崎  哲  雄
115 S 48 宇佐美  弘  子
116 S 48 梶  本  　  啓
117 S 48 栗  原  　  武
118 S 48 澤  田  由紀子
119 S 48 高  橋  　  洋
120 S 48 千  葉  繁  典
121 S 48 千  葉  正  宏
122 S 48 本  田  みき子
123 S 48 密  島  眞  夫
124 S 49 熊  谷  ふじえ
125 S 49 菅  原  由美子
126 S 49 畠  山  純  子
127 S 49 松  田  清  子
128 S 49 渡  部  由利子
129 S 49 真  下  由利恵
130 S 50 熊  谷  純  一
131 S 50 菅  原  俊  雄
132 S 51 千  葉  　  博
133 S 51 古  舘  芳  子
134 S 52 菅  原  節  子
135 S 52 髙  橋  　  聖
136 S 52 千  葉  　  進
137 S 52 星  　  光  男
138 S 52 菅  原  一  郎
139 S 53 高  橋  良  哉
140 S 53 長  沼  和  秋
141 S 53 山  口  真  貴
142 S 54 佐 藤 隆 仁
143 S 56 阿  部  　  豊
144 H 1 武  内  里  恵

敬称略 

第61回

総会写真集
次回はあなたの笑顔と出会いましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
収　　入　　の　　部 支　　出　　の　　部

項  　　　目 金　　額 項　　　　目 金　　額
前期繰越金 211,468 総会費用 794,265
年会費 (144 名） 572,370 新年会費用 90,000
総会会費 610,100 慶弔費 3,990
新年会費 58,000 事務用品費 21,782
暑気払会費 64,000 旅費交通費 0
ご祝儀 130,000 会議費 85,667
助成金 150,000 通信運搬費 33,655
広告料 20,000 会報費 444,698
雑収入 0 暑気払会費 102,020
利子 5 年会費手数料 10,690
事業基金 5,000 手数料 1,633
60 周年事業剰余金 418,318 本部等総会参加費 212,176

母校関連事業費用 100,000
功労者費用 49,918
次年度繰越金 288,767

計 2,239,261 計 2,239,261

会 計 報 告
（平成 28 年 11 月 1 日から平成 29 年 10 月 31 日）

平成 30 年度予算案
（平成 29 年 11 月 1 日から平成 30 年 10 月 31 日）　　　　　　　 単位：円

収　　入　　の　　部 支　　出　　の　　部
項  　　　目 金　　額 項　　　　目 金　　額

前期繰越金 288,767 総会費用 750,000
助成金　本部 150,000 新年会費用 90,000
年会費 600,000 暑気払会費用 100,000
総会会費 620,000 会報費 440,000
新年会費 60,000 通信運搬費 35,000
暑気払会費 70,000 慶弔費 10,000
広告料 80,000 事務用品費 25,000

年会費手数料 11,000
会議費 85,000
本部等総会参加費 175,000
予備費 147,767

計 1,868,767 計 1,868,767
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第
61
回
総
会

湧
き
出
る
笑
顔
の
泉
　
岩
高
家か

い族

第
61
回 

東
京
岩
高
会 

総
会

同
胞
の
皆
様
方
へ
　
こ
の
日
の
私
達
の
　

姿
を
　
笑
顔
を
　
お
届
け
し
ま
す
。

本総会には岩高同窓生のほか、迫桜高校、築館高校の卒業生の皆様方　総勢 80 名のご出席を頂きました。
（平成 29 年 11 月 25 日　上野公園西郷銅像前階段にて）15 14



平成4年5月23日　みづな会30周年同級会にて
新高輪プリンスホテルにてA組と担任

杉 利雄
元岩ケ崎高校 教諭
仙台在住

佐々木 くに子
S.37年卒　
東京在住

佐藤 貢
S.37年卒
栗原市岩ヶ崎在住

前列左から：高橋猪一郎先生、菅原亀悦先生
後列左から：岡崎智徳先生、杉利雄先生、
　　　　　 秋元寛之先生、高橋亮一先生

千葉 宏・妙子
S.37年卒 
栗原市鳥沢在住

昨
年
10
月
末
の
あ
る
夜
、
東
京
在
住
の

佐
々
木
く
に
子
さ
ん
か
ら
突
然
電
話
で
岡

崎
先
生
死
去
の
知
ら
せ
を
得
た
。
し
ば
ら

く
前
、
岡
崎
先
生
の
こ
と
が
気
に
な
り
電

話
し
た
ら
、
電
話
口
に
出
て
、「
や
あ
ー
杉

先
生
、
最
近
、
足
腰
が
弱
っ
て
、
自
由
に

動
き
回
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
ね
」

と
話
を
し
て
い
た
が
、
訃
報
に
は
大
変
驚

い
た
。
岡
崎
先
生
と
私
と
の
出
会
い
は
、

私
が
新
任
教
員
と
し
て
昭
和
33
年
4
月
岩

ヶ
崎
高
等
学
校
赴
任
の
時
で
す
。
先
生
は

大
学
の
先
輩
で
も
あ
り
、
兄
の
よ
う
な
存

在
で
新
任
の
私
を
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く

れ
た
。
2
年
目
の
4
月
、
岡

崎
先
生
が
新
入
生
A
組
、
私

が
B
組
の
担
任
を
任
せ
ら
れ

た
。
全
く
未
経
験
の
世
界
で

五
里
霧
中
に
あ
る
私
に
、
教

師
の
基
本
と
な
る
ク
ラ
ス
担

任
と
し
て
の
仕
事
や
心
構
え

を
懇
切
丁
寧
に
教
え
て
く
れ

た
。「
杉
先
生
、
杉
先
生
、
あ

の
な
」「
杉
先
生
、
わ
か
っ
ぺ
」と
、
ま
た
、

「
杉
先
生
、
杉
先
生
、
あ
の
な
、
そ
ん
な
こ

と
し
て
は
駄
目
っ
し
ゃ
」、「
そ
ん
な
こ
と

言
っ
て
は
駄
目
っ
し
ゃ
」
な
ど
と
、
分
厚

い
メ
ガ
ネ
の
奥
に
目
を
細
め
、「
う
ふ
、
う

ふ
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
い
ろ
い
ろ

指
導
し
て
く
れ
た
。
岡
崎
先
生
は
信
念
を

持
っ
て
行
動
す
る
人
、
勇
気
の
あ
る
他
人

に
優
し
い
人
で
、
私
達
若
手
数
人
の
教
師

の
中
心
的
な
存
在
と
な
っ
て
、
い
つ
も
先

頭
に
立
ち
明
る
く
導
い
て
く
れ
た
。
先
生

は
、
岩
ヶ
崎
高
校
13
代
目
の
校
長
と
し
て

再
度
岩
高
に
赴
任
し
「
岩
高
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
」の
旗
を
掲
げ
、
情
熱
を
も
っ
て
岩
高
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
岩
高
史
を
飾
る
人
だ

っ
た
と
思
う
。
先
生
を
偲
び
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
つ
つ
。
合
掌    

岡
崎
先
生
の
岩
高
思
い
に
は
格
別
な
も

の
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
東
京
岩
高
会

創
立
60
周
年
会
報
（
第
58
号
）
に
御
自
身

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
貴
重
な
ご
遺

稿
と
な
り
ま
し
た
。「
小
生
加
齢
と
共
に
身

体
各
部
故
障
だ
ら
け
で
す
」
と
数
年
前
よ

り
お
聞
き
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
無
理
を

聞
い
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。「
眼
鏡
に
大

き
な
天
眼
鏡
を
付
け
て
書
い
た
か
ら
」
と

言
い
添
え
て
病
床
か
ら
送
っ
て
来
ら
れ
ま

し
た
。
私
が
同
窓
会

活
動
に
携
わ
る
よ

う
に
な
り
教
え
子

の
一
人
と
し
て
温

か
い
言
葉
で
背
中

を
押
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。「
立
派
な

会
報
で
す
。
知
っ
て

い
る
人
が
多
く
載

っ
て
ま
す
。
何
度
も

読
み
返
し
て
ま
す
」

「
同
窓
会
と
し
て
類

を
見
な
い
ほ
ど
内

容
に
富
ん
で
い
る
。

編
集
が
な
か
な
か

い
い
。
さ
す
が
岩
高
生
だ
」と
役
員
間
の
結

束
力
を
も
激
励
し
、
そ
し
て
「
同
窓
会
は

ふ
る
さ
と
を
離
れ
た
卒
業
生
た
ち
の
拠
り

所
で
す
。
し
っ
か
り
頼
み
ま
す
」と
心
に
残

る
強
い
お
言
葉
を
水
彩
で
手
描
き
の
は
が

き
で
何
枚
も
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

幼
児
教
育
に
勤
務
す
る
こ
と
に
「
私
の
家

内
も
勤
め
て
い
ま
し
た
。
い
い
仕
事
で
す
。

無
意
識
の
子
ど
も
か
ら
教
わ
り
な
さ
い
」

と
も
肯
定
し
て
理
解
者
に
も
な
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
卒
業
し
て
50
年
を
過
ぎ
て
も
分

け
隔
て
な
く
お
付
き
合
い
下
さ
る
恩
師
あ

り
て
、
私
た
ち
S
．37
年
卒
は
自
然
体
で
繋

が
る
精
神
を
育
ま
れ
た
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
生
命
力
の
強
い
ご
指
導
あ
り
が
と

う
御
座
い
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

て
お
り
ま
す
。

岡
崎
智
徳
さ
ん
を
偲
ん
で

情
熱
的
で
と
て
も
温
か
み
の
あ
る
ロ
マ

ン
チ
ス
ト
な
先
生
で
、
生
徒
を
我
が
子
の

よ
う
に
愛
し
、
励
ま
し
支
え
て
く
れ
ま
し

た
。
昭
和
37
年
卒
業
し
栗
原
電
鉄
に
入
社

し
た
私
は
次
第
に
時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
襲
い
か
か
る
試
練
の
た

び
に
「
こ
こ
で
負
け
た
ら
先
生
に
合
わ
せ

る
顔
が
な
い
」
そ
う
自
分
に
言
い
聞
か
せ

る
こ
と
で
頑
張
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
今
も
…
。
昭
和
62
年
4
月
、
校
長

と
し
て
再
び
岩
ヶ
崎
高
等
学
校
の
門
を
く

ぐ
ら
れ
る
と
は
思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。
お
住
ま
い
が
学
校
の
近
く
で

も
あ
り
足
し
げ
く
通
い
ま
し
た
。
時
々
車

で
ス
ケ
ッ
チ
の
お
供
、
時
々
家
庭
料
理
の

差
し
入
れ
、
時
々
お
酒
の
お
相
手
を
。
伝

わ
っ
て
く
る
の
は
い
つ
も
先
生
の
温
も
り

…
つ
い
長
居
し
て
し
ま
う
。

栗
駒
山
の
写
真
を
撮
り
続
け
て
い
た

私
は
、
岡
崎
先
生
と
一
緒
の
写
真
集
の
出

版
の
思
い
が
募
り
、
紆
余
曲
折
の
中
、
平

成
２
年
「
栗
駒
山
讃
歌
」写
真
集
を
発
刊
、

岡
崎
先
生
の
文
「
栗
駒
山
の
自
然
を
い
つ

ま
で
も
」
を
載
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
平
成
25
年
6
月
栗
原
文
化
会

館
に
て
「
栗
駒
山
讃
歌
」
と
題
し
て
個
展

を
開
催
。
岡
崎
先
生
か
ら
「
胡
蝶
蘭
の
大

鉢
」
が
贈
ら
れ
て
き
た
時
、
思
わ
ず
目
頭

が
熱
く
な
り
唇
を
噛
み
し
め
た
。
も
う
一

度
岡
崎
先
生
と
一
緒
の
写
真
集
を
出
そ
う

と
決
意
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
４
年
の
歳

月
を
経
て
平
成
29
年
6
月
、
全
力
を
出
し

切
る
形
で
写
真
集
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
題
し
て
「
栗
駒
讃
歌　

大
自
然
の
息
吹
き
」。
岡
崎
先
生
は
完
成

し
た
私
の
写
真
集
を
、
病
床
で
食
い
入
る

よ
う
に
見
つ
め
、「
貢　

頑
張
っ
た
な
あ
」

と
話
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
出
版
し
て
よ

か
っ
た
。
万
感
胸
に
せ
ま
る
感
動
を
覚
え

ま
し
た
。
平
成
29
年
10
月
24
日
訃
報
が
届

き
ま
し
た
。
岡
崎
智
徳
先
生
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
生
の
教
え
子
だ
っ
た

こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
残
さ
れ
た
人
生
を

全
う
し
て
ゆ
き
ま
す
。

岡
崎
先
生
は
昭
和
29
年
岩
ヶ
崎
高
校

が
新
任
地
で
し
た
。
昭
和
37
年
卒
A
組
の

私
達
は
、
そ
の
1
年
生
か
ら
3
年
生
ま
で

ク
ラ
ス
替
え
す
る
こ
と
な
く
3
年
間
担

任
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
非

常
に
稀
な
こ
と
だ
と
後
に
知
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
時
が
過
ぎ
、
卒
業
し
て
25

年
が
経
ち
、
岡
崎
先
生
は
再
び
岩
高
に
校

長
先
生
と
し
て
戻
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

勿
論
S
．37
年
卒
の
宮
城
県
在
住
の
地
元

組
は
集
ま
り
歓
迎
い
た
し
ま
し
た
。
校
長

の
岡
崎
先
生
は
自
ら
が
指
揮
を
執
り
、
岩

高
の
再
生
を
図
ろ
う
と
「
岩
高
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
」
と
銘
打
ち
「
岩
高
通
信
」
の
発

行
、
生
徒
指
導
、
進
路
指
導
の
強
化
に
力

を
注
が
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
再
び
国

立
大
学
へ
多
数
の
合
格
者
、
就
職
内
定
百

パ
ー
セ
ン
ト
達
成
と
い
う
偉
業
を
成
し

遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
熱
意
と

情
熱
を
岩
高
に
捧
げ
て
く
れ
た
熱
血
校

長
先
生
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
ま
た
月
日
が

流
れ
ま
し
た
。
私
が
定
年
退
職
後
始
め
た

果
樹
栽
培
初
の
成
果
を
、
塩
釜
に
居
を
置

く
岡
崎
先
生
に
お
届
け
し
た
最
初
の
秋

の
こ
と
で
し
た
。
岡
崎
先
生
は
「
素
晴
ら

し
い
な
。
す
ご
い
な
ー
。
こ
ん
な
の
が
出

来
る
ん
だ
ね
ー
。
宏
さ
ん
」
と
賞
賛
の
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。
私
が
挑
戦
し
て
い
る

果
樹
へ
の
取
り
組
み
を
い
つ
も
応
援
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
今
日
ま
で
10
年

以
上
継
続
出
来
た
支
え
と
な
っ
て
い
ま

す
。
天
候
や
病
害
虫
、
野

性
動
物
、
そ
の
他
い
ろ
い

ろ
な
障
害
で
出
来
不
出
来

も
あ
り
ま
す
が
、
来
年
こ

そ
は
来
年
こ
そ
は
納
得
の

成
果
を
と
、
夢
を
持
た
せ

て
く
れ
る
先
生
に
心
か
ら

の
感
謝
と
希
望
で
続
け
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
長

い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
安
ら
か
に
お
休

み
く
だ
さ
い
。

昭和62年4月 校長として着任 歓迎パーティーにて
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お
花
見
と
称
し
て吉野 玲子

S.28年卒
岩ヶ崎出身
東京都在住

芳賀 康雄
S.37年卒
第8代同窓会 会長
栗原市栗駒在住

4
月
18
日
お
花
見
と
称
し
て
高
校
の
大

親
友
、
池
田
き
み
子
さ
ん
、
伊
藤
弘
子
さ

ん
、
そ
し
て
遠
藤
久
子
さ
ん
と
上
野
駅
で

待
ち
合
せ
を
し
ま
し
た
。
小
雨
の
降
る
な

か
遠
方
か
ら
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
感

謝
。
そ
こ
は
気
心
の
知
れ
た
仲
、
会
え
ば
み

な
さ
ん
の
顔
は
自
然
に
満
面
の
笑
み
、
私

は
こ
の
笑
顔
が
見
た
い
為
に
集
ま
っ
て
も

ら
っ
た
の
で
す
。
私
た
ち
の
世
代
は
「
だ

れ
が
見
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
き

ち
ん
と
し
た
格
好
で
出
か
け
な
さ
い
」
と

言
わ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
ん
な
同
級
生
で

す
か
ら
、
薄
化
粧
に
控
え
め
な
赤
い
口
紅
、

そ
れ
ぞ
れ
お
似
合
い
の
お
洋
服
「
何
歳
に

な
っ
て
も
ス
テ
キ
」な
様
相
で
女
優
の
ご
と

く
ゆ
っ
く
り
と
不
忍
池
近
く
の
料
理
屋
に

向
い
ま
し
た
。

お
花
見
と
言
っ
て
も
上
野
公
園
は
桜
花

爛
漫
を
終
え
葉
桜
の
緑
一
色
。
料
理
屋
に

着
く
と
、
そ
こ
は
互
い
の
心
の
底
を
打
ち

明
け
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
間
柄
、
残
念

な
が
ら
先
に
逝
か
れ
た
方
の
思
い
出
話
、

か
わ
い
い
孫
の
話
な
ど
、
個
人
情
報
な
の

で
詳
し
く
は
書
け
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ま
ま

時
間
制
限
が
無
け
れ
ば
3
日
以
上
は
話
し

続
け
て
行
け
る
く
ら
い
の
勢
い
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
集
ま

り
80
歳
を
超
え
て
も
『
老
当
益
壮
』で
い
る

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
帰
り
に
は
私
の
心

と
同
じ
く
天
気
も
良
く
な
り
笑
顔
の
絶
え

な
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
本

当
に
こ
こ
に
集
ま
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。

実
は
先
日
、
私
が
横
断
歩
道
を
渡
ろ

う
と
信
号
待
ち
を
し
て
い
る
時
、
横

か
ら
走
っ
て
来
た
自
転
車
に
は
ね
飛

ば
さ
れ
、
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
救

急
車
で
病
院
に
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

M
R
I
な
ど
の
検
査
の
結
果
、
頭
や
骨

に
は
異
常
が
無
か
っ
た
も
の
の
、
今

ま
で
駅
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず
階
段
を
利
用
す

る
ほ
ど
だ
っ
た
の
に
、
事
故
で
打
っ
た

腰
が
痛
く
、
歩
く
こ
と
が
不
自
由
に
な

り
、
も
う
以
前
の
よ
う
に
歩
け
な
い
の

で
は
と
落
ち
込
み
ま
し
た
。
こ
の
お
花

見
会
は
痛
み
止
め
を
飲
み
な
が
ら
も
、

や
っ
と
歩
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。

集
ま
っ
て
く
れ
た
友
人
は
あ
ら
ゆ
る
局

面
で
助
け
に
な
り
慰
め
に
な
り
励
み
に
も

な
る
、
な
に
よ
り
も
人
生
そ
の
も
の
を
豊

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
会
う
た
び
に
今
度

は
ど
ん
な
楽
し
い
こ
と
が
待
っ
て
い
る
だ

ろ
う
と
胸
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
す
。
そ

し
て
み
ん
な
と
話
、
笑
う
う
ち
に
私
の
ク

ヨ
ク
ヨ
し
て
い
た
心
が
消
え
、
ま
た
前
を

向
い
て
歩
き
始
め
よ
う
と
思
え
た
の
で
す
。

私
の
高
校
入
学
当
時
中
卒
者
は
「
金
の

卵
」と
い
わ
れ
、
就
職
引
手
あ
ま
た
の
時
代

で
し
た
。
集
団
就
職
の
同
級
生
の
見
送
り

に
学
校
に
行
き
、
合
格
を
知
り
ま
し
た
。

そ
し
て
4
月
、
晴
れ
て
入
学
。
校
舎
2

階
東
端
の
幾
分
大
き
な
教
室
で
高
校
生
活

の
第
1
歩
が
始
ま
っ
た
の
で
し
た
。
担
任

は
岡
崎
先
生
で
し
た
。
3
年
間
変
わ
ら
ず

の
担
任
で
し
た
。

授
業
は
生
物
、
学
校
付
近
を
散
策
し

な
が
ら
、
草
花
の
名
前
を
教
わ
っ
た
野
外

授
業
も
楽
し
か
っ
た
記
憶
と
し

残
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
「
ゆ

と
り
の
授
業
」だ
っ
た
思
っ
て
お

り
ま
す
。

岡
崎
先
生
は
我
々
に
は
ほ
と

ほ
と
手
を
焼
い
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
3
年
間
情
熱
を

も
っ
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
の
念
い
っ
ぱ
い
で
す
。

「
1
組
は
岡
崎
先
生
で
な
け
れ

ば
」と
3
年
間
持
ち
上
が
り
で
担

任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、「
岡
崎
先
生
、
岡
崎
先

生
」と
慕
い
焦
が
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
62
年
4
月
岩
ケ
崎
高
校
第
13
代
校

長
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
在
任
2
年
間
「
岩

高
ル
ネ
サ
ン
ス
」を
唱
え
、
岩
高
を
県
北
随

一
の
進
学
校
に
育
て
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

先
生
の
ス
ケ
ッ
チ
の
素
晴
ら
し
か
っ
た

こ
と
、
感
嘆
し
て
お
り
ま
す
。
ス
ケ
ッ
チ

が
添
え
ら
れ
た
年
賀
状
毎
年
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
し
た
。
今
年
か
ら
は
寂
し
く
な

り
ま
し
た
。
で
も
先
生
の
あ
の
優
し
か
っ

た
声
、
姿
は
私
の
記
憶
か
ら
消
え
去
る
こ

と
な
く
こ
れ
か
ら
も
生
き
続
け
て
ゆ
き
ま

す
。
岡
崎
先
生
と
の
出
会
い
が
最
高
の
高

校
生
活
で
あ
り
、
今
の
自
分
が
あ
る
と
い

う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

小野 好延
S.37年卒
大阪在住

中
学
校
へ
通
う
道
の
途
中
た
ま
に
連
れ

立
っ
て
歩
く
仲
睦
ま
じ
そ
う
な
ご
夫
婦
を

見
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
、
小
柄
な
奥
さ
ん

が
と
て
も
可
愛
い
ら
し
い
人
だ
な
あ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
岩
高
に
入
学
し
て
ク
ラ

ス
担
任
に
な
っ
た
の
が
そ
の
ご
夫
婦
の
旦

那
さ
ん
岡
崎
先
生
で
し
た
。
新
任
か
ら
5

年
目
で
生
物
教
師
と
し
て
又
柔
道
部
の

顧
問
と
し
て
の
先
生
業
に
も
慣
れ
、
結

婚
を
さ
れ
た
ば
か
り
で
大
変
意
気
充
満

の
頃
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
3
年
間
卒
業
す
る
ま
で
担
任
と
し

て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
1
年
生
の

中
頃
進
学
か
就
職
か
コ
ー
ス
を
選
ぶ
時

に
は
迷
う
私
を
励
ま
し
て
進
学
コ
ー
ス

を
薦
め
て
く
れ
、
3
年
に
な
っ
て
い
よ

い
よ
受
験
時
期
に
な
っ
た
時
に
は
、
ま

ず
仙
台
で
公
務
員
と
な
っ
て
勤
務
し
な

が
ら
夜
間
大
学
へ
通
う
と
い
う
安
全
弁

を
確
保
し
、
そ
の
後
の
大
学
受
験
を
心

お
き
な
く
戦
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
入
学
金
・

学
費
免
除
と
い
う
制
度
の
あ
る
大
学
に

合
格
で
き
京
都
で
4
年
間
の
充
実
し
た

楽
し
い
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
京
都
か
ら
帰
省
す
る
時
に
安
い

学
割
で
東
北
一
周
や
本
州
周
遊
な
ど
を
し

て
旅
を
楽
し
ん
だ
り
、
大
学
や
寮
で
外
国

人
と
交
流
す
る
う
ち
に
、
真
面
目
に
働
く

ば
か
り
の
日
本
人
を
も
っ
と
楽
し
ま
せ
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
当
時
勃
興
し
て

き
た
旅
行
業
に
入
り
日
本
人
の
海
外
旅
行

の
発
展
と
共
に
世
界
中
を
旅
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
人
生

の
探
緒
を
着
け
て
く
れ
た
岡
崎
先
生
は
あ

の
に
こ
に
こ
顔
で
い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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鶯
沢
校
舎
あ
り
が
と
う
！

　

旧
鶯
沢
工
業
高
校
は
、栗
原
地
区
の
工
業

高
校
と
し
て
多
く
の
技
術
を
習
得
し
た
生

徒
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
が
、生
徒
数
の
減

少
で
岩
ヶ
崎
高
校
に
平
成
21
年（
2
0
0
9

年
）に
編
入
さ
れ
、創
造
工
学
科
が
設
立
、そ

の
後
も
生
徒
数
は
伸
び
ず
、惜
し
ま
れ
な
が

ら
今
年
の
３
月
に
閉
科
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
31
年（
1
9
5
6
年
）
岩
ヶ
崎
高
校

の
鶯
沢
分
校
と
し
て
設
立
し
、
昭
和
44
年

（
1
9
6
9
年
）
に
は
鶯
沢
工
業
高
校
と
し

て
独
立
、岩
ヶ
崎
高
校
と
は
兄
弟
校
と
し
て

歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

62
年
の
歴
史
に
感
謝
！　

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

古
在
国
立
天
文
台
長
さ
ん

が
来
た
話

古こ
ざ
い在

由よ
し
ひ
で秀

先
生
と
い
え
ば
、
ハ
ワ
イ
の
す
ば

る
望
遠
鏡
を
建
設
し
た
国
立
天
文
台
長
と
し

て
有
名
で
す
が
、
気
さ
く
で
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り

星
好
き
に
人
気
の
あ
る
先
生
で
す
。
戦
後
東
大

を
卒
業
し
て
間
も
な
く
、
ア
メ
リ
カ
が
ロ
ケ
ッ

ト
を
打
ち
上
げ
る
時
、
人
工
衛
星
の
軌
道
を
計

算
が
で
き
る
天
文
学
者
と
し
て
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
に
招
か
れ
「
コ
ザ
イ
の
式
」や
「
古
在
共

鳴
」と
い
う
画
期
的
な
業
績
を
上
げ
ま
し
た
。

勲
二
等
瑞
宝
章
を
受
け
文
化
功
労
者
で
も
あ

り
ま
す
。

近
年
、
生
活
が
便
利
に
な
る
に
し
た
が
い

屋
外
照
明
が
増
え
、
星
空
が
見
え
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
夜
空
の
明
る
さ
を
測
定
す

る
た
め
「
夜
空
メ
ー
タ
ー
」と
い
う
測
定
器
を

開
発
し
、
鶯
沢
工
業
高
生
に
多
数
製
作
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
使
い
夜
空
の
明
る
さ
に

関
心
の
あ
る
全
国
の
方
々
に
利
用
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
宮
城
教
育
大
の
学
生
も
鶯
沢
工
業

高
に
来
て
製
作
し
卒
論
を
書
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
活
動
を
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
小
柴
昌
俊
氏

が
創
設
し
た
科
学
教
育
賞
に
応
募
し
た
と
こ

ろ
、
一
次
審
査
を
通
過
し
二
次
審
査
（
現
地
調

査
）を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
審
査
員

と
し
て
1
月
18
日
に
新
幹
線
で
く
り
こ
ま
高

原
駅
に
降
り
、
そ
し
て
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
継
い

で
来
て
い
た
だ
い
た
の
が
古
在
先
生
で
し
た
。

（
写
真
）先
生
は
製
作
し
た
生
徒
か
ら
話
を
聞

き
、
ま
た
日
々
の
活
動
を
励
ま
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
2
月
14
日
二
次
審
査
結
果
の
通
知
が

届
き
、「
製
作
、
測
定
、
他
の
教
育
機
関
へ
の
普

及
な
ど
を
高
く
評
価
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も

入
選
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
」と
い
う
内
容

で
し
た
。
結
果
は
残
念
で
し
た
が
、
古
在
先
生

に
わ
ざ
わ
ざ
来
て
い
た
だ
き
生
徒
に
話
を
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
後
、
3
月
2
日
に
は
鶯

沢
工
業
高
校
閉
校
式
が
行
わ
れ
創
造
工
学
科

へ
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
3
月
11
日
に

は
東
日
本
大
震
災
と
様
々
な
こ
と
が
あ
っ
た

平
成
23
年
で
し
た
。

平成23年1月18日　古在先生と一緒に

開設当初の教室は民家の作業場

伊藤 芳春
第22代学校長

（H.22/4〜H.24/3）

校舎の建設時、多くの地元の方の協力がありました

岩ケ崎高と北天の星の日周運動
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「
栗
駒
山
の
里
便
り
」
ワ
ー
ル
ド

「
山
の
駅
く
り
こ
ま
」
開
業

◎
本
号
内
に
掲
載
の
地
元
の
写
真
及
び
自
然
の
写
真

は
土
井
祐
之
さ
ん
に
よ
る
も
の
で
す
。御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

＜ＩＳＯ１４０００：２００４ 取得＞
－ 環境に思いやり －
金属スクラップ・リサイクル

株式会社 ハ ガ
栗原市栗駒中野田町西１５０

TEL0228-45-3421 FAX45-5300 栗原田町にある広大な敷地と工場全景
代表：芳賀 恭（S.46年卒・岩ヶ崎出身）

土井 祐之
S.54年卒　
栗原市鳥矢崎在住

東
京
岩
高
会
の
み
な
さ
ん
、
お
元
気
に
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

地
元
栗
原
市
の
今
年
の
冬
は
、
近
年
に
な

か
っ
た
寒
さ
が
続
く
冬
で
、
凍
え
そ
う
な
思

い
を
し
ま
し
た
が
、３
月
に
な
る
と
一
変
し

て
暖
か
い
日
が
続
き
、
桜
の
開
花
も
記
録
的

な
速
さ
で
咲
く
と
い
う
、
お
か
し
な
季
節
に

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
岩
ヶ
崎
の
街
の
中
心
で
あ
り

な
が
ら
長
い
間
空
き
地
と
な
っ
て
い
ま
し

た
、
旧
栗
駒
町
の
役
場
・
体
育
館
・
公
民
館

跡
に
地
元
商
店
や
農
家
が
待
ち
望
ん
で
い

た
地
場
産
品
直
売
所
が
、
こ
の
４
月
20
日
に

「
山
の
駅
く
り
こ
ま
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

直
売
所
と
広
い
駐
車
場
を
完
備
し
、
多
く

の
お
客
さ
ん
を
呼
び
込
め
る
体
制
に
な
っ
て

い
ま
す
。
広
い
駐
車
場
で
は
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
で
き
そ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
栗
駒
山
の
登
山
や
紅
葉
見

物
、
山
車
ま
つ
り
、
近
年
人
気
に
な
っ
て
き

ま
し
た
商
家
の
ひ
な
祭
り
に
来
て
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
に
栗
駒
の
名
物
は
ど
ん
な
も
の

が
有
る
の
、
ど
こ
に
行
っ
た
ら
買
え
る
の
と

い
う
質
問
を
幾
度
と
な
く
い
た
だ
き
、
そ
の

都
度
細
か
く
説
明
す
る
の
に
苦
慮
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、「
山
の
駅
に
行
く

と
な
ん
で
も
そ
ろ
っ
て
い
る
よ
」
と
答
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
店
の
中
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
栗

駒
・
栗
原
市
特
産
の
季
節
の
野
菜
が
ま
ず
目

に
つ
き
ま
す
。
5
月
初
め
、
新
鮮
な
ウ
ド
や

ワ
ラ
ビ
、
竹
の
子
な
ど
の
山
菜
も
加
え
、
青

物
野
菜
や
色
鮮
や
か
な
パ
プ
リ
カ
な
ど
が
た

く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
し
た
よ
。

地
元
の
皆
さ
ん
に
は
お
な
じ
み
の
銘
菓
や

加
工
食
品
、
漬
物
、
味
噌
、
リ
ン
ゴ
や
、
こ
れ

か
ら
の
季
節
出
て
く
る
で
し
ょ
う
イ
チ
ゴ
や

ト
マ
ト
な
ど
の
野
菜
や
果
物
が
楽
し
み
で
す
。

栗
原
に
は
こ
ん
な
に
い
い
も
の
が
有
っ
た

ん
だ
と
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
気
付
い
て
も
ら

え
て
、
末
永
く
買
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
い

で
す
ね
。

栗
駒
の
伝
統
工
芸
品
、
文
字
千
葉
家
に

代
々
伝
わ
る
正
藍
冷
染
め
の
布
を
使
っ
た
手

ぬ
ぐ
い
ハ
ン
カ
チ
、
財
布
な
ど
も
販
売
し
て

い
ま
す
。
築
館
の
陶
芸
家
、
遊
翆
窯
の
遊
佐

将
彦
氏
作
の
器
も
あ
り
ま
す
。
知
っ
て
る
つ

も
り
の
栗
駒
・
栗
原
の
名
産
品
、
ま
だ
ま
だ

知
ら
な
い
も
の
だ
ら
け
で
し
た
。

ど
う
ぞ
み
な
さ
ん
、
帰
郷
の
際
に
は
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

少
し
づ
つ
変
わ
っ
て
行
く
岩
ヶ
崎
の
街
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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4
校
会 

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

銀座ライツ法律事務所
弁護士　鎌 田　正 聰（尾松出身）

事務所
〒104−0061　東京都中央区銀座3丁目10番9号 KEC 銀座ビル 6階
TEL 03−3546−0281　FAX 03−3546−0280
URL http://www.ginza-rights.jp/index.html

　
12
月
24
日（
日
）上
野
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

に
て
、築
館
高
校
、迫
桜
高
校
、一
迫
商
業
高

校
、岩
ケ
崎
高
校
の
4
校
合
同
に
よ
る
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。昨
年 

築
館
高
校
東
京
支
部 

熱
海
光
顕
顧
問
が
発

起
人
と
な
り
始
ま
っ
た
会
で
、今
年
で
2
回

目
と
な
り
ま
す
。出
席
者
は
42
名
、懇
親
会

に
先
立
ち
、地
元
で
教
べ
ん
を
と
ら
れ
た 
佐

藤
澄
隆
様
、小
野
寺
健
様
、都
内
の
幼
稚
園

に
勤
務
さ
れ
た
佐
々
木
く
に
子
顧
問
に
よ
る

「
人
口
減
少
が
続
く
栗
原
市
の
現
状
と
市
内

4
高
校
に
未
来
は
あ
る
か
」を
テ
ー
マ
し
た

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。現

在
の
栗
原
市
の
人
口
は
昭
和
40
年
当
時
と
比

べ
る
と
半
分
に
な
っ
て
お
り
、合
併
以
降
こ

こ
10
年
間
で
1
万
人
減
少
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
中
、い
か
に
地
元
の
魅
力
を
伝
え
、栗

原
市
に
人
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か

と
の
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。現
在
の
栗
原
市

内
の
状
況
や
市
外
の
高
校
を
目
指
す
生
徒
が

い
る
こ
と
な
ど
厳
し
い
中
に
あ
る
一
方
で
、

岩
ケ
崎
に
は
、若
い
人
で
街
興
し
で
事
業
を

始
め
出
し
て
い
る
こ
と
、佐
々
木
く
に
子
顧

問
か
ら
、「
東
京
の
子
供
達
は
ど
こ
か
不
安

を
抱
え
た
目
を
し
て
い
る
が
、田
舎
の
子
供

達
の
目
は
輝
い
て
い
る
。」
と
の
話
も
あ
り

ま
し
た
。最
後
に
在
京
宮
城
ふ
る
さ
と
協
議

会
の
小
野
寺
喜
美
夫
会
長（
東
京
岩
高
会
顧

問
）よ
り
、栗
原
市
の
活
性
化
を
語
る
に
は
、

市
の
担
当
の
方
に
も
是
非
参
加
し
て
頂
い
て

は
ど
う
か
と
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き 

懇
親
会
が
始
ま
り
、
そ
の
後 

各
高
の
紹
介
と
ス
ピ
ー
チ
、お
楽
し
み
の
抽

選
会
が
あ
り
、
和
や
か
な
内
に
会
が
終
了
、

次
回
は
、沢
山
の
方
々
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。�
（
記
・
長
沼
和
秋
）

　キャプリスは、10年前に宮本洋子さん（S.42年卒）が八丁堀に
開いたお店で、シェフは息子さんの勝徳さん。メニューは洋食創作
料理、昼のランチプレートから、夜は単品だけでなくコース料理
まで楽しめ、鰹のタルタル、しめた鯖のバルサミコ酢、豚バラを柔
らかく煮込みあげたもの、ベーコンや野菜のグラタン、手作りの
ピザ、メインはお肉かお魚から選ぶことができます。ボリュームもありリーズナブルで
す。シェフの勝徳さんの銀座中学校の恩師は、46年卒の鈴木富樹さんだったとか。

　山本信子さん（S.46年卒）の息
子さん 直樹さんのお店です。豊富
なおつまみメニューと充実のドリ
ンクが楽しめて、海の幸から串焼
をはじめとし、リーズナブルなお
つまみメニューとこだわり日本酒
をはじめとする幅広いドリンクを
揃えており、楽しめる居心地のいい居酒屋です。店内貸切
りや席貸切りもできますので歓送迎会や同窓会などさまざ
まなご宴会でご利用できます。閉店時間は遅くまでなので、
とことん飲み明かしたい方は是非訪ねてみてはいかがで
しょうか。

　
　石川明美さん（S.55年卒）とご主人
で行っているお店です。
　お店の回りはオフィス街で、ランチ
タイムでは多くのサラリーマンでにぎ
わっており、600円台のメニューもあ
るのは嬉しい限り、お店独自のデミグ
ラスソースのハンバーグ、カツカレー、
クリームコロッケなどのメニュー、昭
和の洋食屋さんを思わせるような雰囲気の中、夕方になる
とパブレストランにかわります。「いしかわ」をアナウンス
して頂いたのは、近くに勤務されている築館高校の同窓生
の方からでした。

「和風酒場 海ぼうず」 泉岳寺パブレストラン「いしかわ」

東京都中央区八丁堀2−10−3
03−3553−5388
最 寄 駅：東京メトロ 八丁堀駅5分、 

JR東京駅20分
営業時間：月～金曜日 11:30～14:00、 

17:30～22:00  
土曜日17:30～22:00

定 休 日：日曜日・祝日

ふるさとをあつく語る 右より熱海光顕様、佐藤澄隆様、
佐々木くに子顧問、小野寺健様

築館高校のみなさん

岩高出席者

迫桜高校のみなさん一迫商業高校のみなさん

埼玉県吉川市木売2−6−5 
吉川センター酒井ビル 3F
048−981−3186
最 寄 駅：JR 武蔵野線 吉川駅2分
営業時間：平日18:00 ～ 3:00 、 

金土祝前日 18:00 ～ 5:00 
定 休 日：月曜日

東京都港区高輪2−20−26 
セブンスターマンション 1階
03−3449−2085
最 寄 駅：都営浅草線・京急「泉岳寺」

駅1分、JR 品川駅10分
営業時間：11:00 ～ 13:30、 

17:00 ～ 21:00
定 休 日：土曜日・日曜日、祝日

岩高
繋がり広場
同窓生が行っているお店です。是非足を

運んで頂き、ふるさとの繋がりの場
となれば嬉しいです！

キャプリス『Caprice』
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代表：岡本 浩一 昭和５３年卒 岩ケ崎出身

東京栗駒会
会長　菅原　勲

グリーンパーク 旦妃楼飯店
住　所：東京都台東区上野公園1−59
電　話：03 −3828 −5571

菅原勲会長と栗原市マスコットキャラクター
「ねじり ほんにょ君」
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